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平成２３年５月２６日、東京都福祉保健局健康安全部薬務課より、麻薬及び向精神薬取

締法において栽培が禁止されているハカマオニゲシ（※）が発見された旨連絡がありまし

た。

東京都による調査の結果、ハカマオニゲシは、東京都を含め１９都県のホームセンター

９４店舗にて「オリエンタルポピー苗」として、販売されていることが確認されています。

東京都からの情報提供及び本県薬務課による調査の結果、県内においては以下のホーム

センター２店舗で販売されておりました。

本県としては、県内販売店舗に対して注意喚起文書の掲示を指導するとともに、薬務課

ホームページに当該品の写真等を掲載し、当該植物を購入した方に対し、注意喚起し回収

を図ることとしたので、お知らせします。

１１１１，，，，該当店舗該当店舗該当店舗該当店舗、、、、販売販売販売販売のののの数量及数量及数量及数量及びびびび時期時期時期時期

○コメリホームセンター桜井店

桜井市大字上之庄１６２－３

販売数量：２４ポット

販売時期：平成２３年２月２５日～平成２３年４月３０日

○コメリホームセンター橿原店

橿原市北妙法寺町６３０番地

販売数量：２８ポット

販売時期：平成２３年２月２５日～平成２３年５月６日

現在、店舗に於いては、在庫が無く、店頭販売されているものはありません。

また、当該植物は、赤・白・ピンクの３種が販売されておりますが、今回ハカマオニ

ゲシと断定されたものは赤色のものです。

２２２２，，，，県県県県のののの対応対応対応対応

県内２店舗に対し、当該植物に関する店頭告知を行い、購入者へ回収の協力を呼び

掛けるよう指導します。

また、薬務課ホームページに当該植物の特徴等について写真を掲載し、購入された方

に対して、回収の協力を呼び掛けます。

３３３３，，，，注意喚起注意喚起注意喚起注意喚起していただきたいしていただきたいしていただきたいしていただきたい事項事項事項事項

当該植物については、知らずに栽培していたとしても、麻薬及び向精神薬取締法違反

に該当いたします。

そのため、購入された方はすみやかに奈良県薬務課薬物監視係(TEL:0742-27-8664)ま
でご連絡していただくようお願いいたします。

奈良県薬務課ホームページ

http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-23348.htm

※ ハカマオニゲシは和名であり、正式名称はパパヴェル・ブラクテアツム・リンドル

である。



＜麻薬及び向精神薬取締法＞

（禁止行為）

第 12 条 ジアセチルモルヒネ、その塩類又はこれらのいずれかを含有する 麻薬（以下

「ジアセチルモルヒネ等」という。）は、何人も、輸入し、輸出し、製造し、製剤し、小

分けし、譲り渡し、譲り受け、交付し、施用し、所持し、又は廃棄してはならない。ただ

し、麻薬研究施設の設置者が厚生労働大臣の許可を受けて、譲り渡し、譲り受け、又は廃

棄する場合及び麻薬研究者が厚生労働大臣の許可を受けて、研究のため、製造し、製剤し、

小分けし、施用し、又は所持する場合は、この限りでない。

２ 何人も、あへん末を輸入し、又は輸出してはならない。

３ 麻薬原料植物は、何人も、栽培してはならない。但し、麻薬研究者が厚生労働大臣の

許可を受けて、研究のため栽培する場合は、この限りでない。

４ 何人も、第１項の規定により禁止されるジアセチルモルヒネ等の施用を受けてはなら

ない。

つぼみの特徴 花の特徴

ハカマハカマハカマハカマ（（（（ほうほうほうほう葉葉葉葉））））がががが４４４４枚枚枚枚～～～～６６６６枚枚枚枚 花花花花びらがびらがびらがびらが鮮鮮鮮鮮やかなやかなやかなやかな深紅色深紅色深紅色深紅色
多数多数多数多数のののの硬硬硬硬くくくく伏伏伏伏せたせたせたせた（（（（寝寝寝寝たたたた））））毛毛毛毛

基部基部基部基部にににに黒紫黒紫黒紫黒紫のののの鮮明鮮明鮮明鮮明なななな斑点斑点斑点斑点
商品の様子


